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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 8/9のデイナイトケア日誌、8/10デイナイトケア、デイケア日誌に不備があるため、訂正後に再回覧するように。

· 8/12（金）15：30～食事サービス管理委員会開催。参加者は小嶋。次回参加者は高森。

· 8/12（金）15：30～沢田三郎様（北病棟）の地域復帰支援検討会が旧デイケア室で開催。参加者は高森と上野SGM。

· 脳卒中の標語を募集中。通所リハGスタッフで考え、提出していく。

· 8月記録用紙の表紙を作成していないスタッフは早急に提出するように。

＜事例検討＞

松村　勉様（56）統合失調症　デイケア利用年数：2ヶ月　　出席率：6月100％、7月50％

担当：川井

※主治医は八戸赤十字病院　吉田Dr

※当院の問診は月曜日で田名部Drが担当医
検討内容
治療計画・目標の評価

目標
長期：アパートで単身生活（出来れば根城3丁目か八戸赤十字病院近く）

中期：①病状悪化に気付く　　

②他者との関わり方について学ぶ

短期：デイケア利用日を徐々に増やし、病状悪化や他者との関わりについて学ぶ

治療計画
①病状悪化防止の為、プログラムでの発言内容や他者との関わり方の観察を行なう。

②不安や疑問に思う事を行動化する前にスタッフへ相談するよう促し、状況に応じて面談を行っていく。

現在の様子

＜デイケア＞

· 担当スタッフとの面談で、青山荘を退所した後、アパート暮らしを希望していることを話し、ご家族も条件つき（根城3丁目か八戸赤十字病院近く）で了承している。

· 自分の病気の特徴として、病状が悪化すると周りに世話を焼くということはある程度自覚しているが、軽視している。（兄様はそのときの状況を大変だったと感じている）

· 青山荘退所前にデイケア利用日を週2回に増やせるように担当スタッフからアプローチしている。その件については、主治医にも同様にデイケアについて増やすよう言われている。

· 女性利用者様に対して、相手が女性であることに気付かず、運動の仕方を指導しようと腰を触ってしまうことがあったが、反省しており、相手に謝罪をしている。その件については、今は気にしていないとのこと。

· デイケアを休んだ際に、「手を出してしまいそう」と話している。

· デイケアで担当スタッフと振り返りを行うと、「今週はプログラムで思ったことを話せました」と言うことがある。

· 体重が重い（75Kg）ことを自覚している。コレステロール値が高いといわれたが、運動をするようにと主治医からアドバイスを受け、運動には積極的に参加している。

· エアロビに参加し、「自分は上級でも出来る」と思い上級に参加。インストラクターより「どうでしたか？」と聞かれたことに対し、「下手な人にはそういう風に聞かない」と言い、上級が自分に合っていると解釈（実際は、中級でも動けていないことがある）。しかし、2回目のエアロビ上級に参加した時点で、「やっぱりダメですね」と話している。

· 月曜日のみの利用日であるため、プログラムは疾病教室とSSTを優先に参加している。

· おぼん運びを手伝うことや、他者の椅子を持ってあげるなど協調的な部分が多く見られ、色々なことを手伝いたい気持ちはあるが、加減を分からない様子が見受けられる。

＜青山荘＞

· 青山荘のスタッフには、「手を出してしまいそう」と言ったけんについて、デイケアメンバーから通所当初、自分のことについて根掘り葉掘り聞かれ、断りたかったが断れず、その状況にストレスが溜まり、こういう困ったときに手が出てしまいそうだと話している。

· 青山荘では筋力トレーニングをしていると話しているが、部屋で行っている為、実際は不明。

· デイケア利用日以外は、散歩したりと運動を意識している様子が窺える。

· 薬は確実に飲んでいるが、必要であるため飲んでいるという感じではなく、言われているから飲んでいるといった感じで服用しているため、病識は確立されていない様子。

· 青山荘では薬の飲み忘れはなく、薬を飲むように意識しているとのこと。

· 物事や相手の態度を自分なりに良いほうに解釈したり、マイナスに解釈したりと誤って判断してしまうことがある。

まとめ
　体重は重いが、積極的に行っている為問題ない。他者とのかかわりについてはSSTで学んでいけるように担当スタッフから伝えている。物事を自分なりに解釈してしまう点については、今後も振り返りや面談を通して本人と話す時間を設けていき、対処していくこととする。治療計画は現在のまま継続とする。
＜青山荘入所者様情報交換＞

・松川　順子様～9月末で青山荘退所となる予定で、現在アパートを探している。8/26（金）に退所ケア会議を行う予定。時間については未定であるため、決まり次第連絡を頂くこととしている。最近の様子としては夏バテ気味であるとのこと。青山荘退所については、「一人暮らしをするから朝が一番気になる」「朝起きれないと何もかもがズレこんでしまうことが心配だ」と話している。青山荘では、現在一人で7時頃起床できており、青山荘のスケジュールに合わせるのではなく、10時までのデイケアに間に合うように朝食などを済ませるようにという視点で関わっている。デイケアへの遅刻は以前よりは減っているが、週の後半が遅れ気味となっている。

＜プログラム検討＞

· 現在起案書訂正中で、本日再提出予定。

· 15日までにテキストを印刷（裏紙）して提出。プログラム予定表に各自入力するように。

· デイナイトケアで行う予定である調理プログラムについて青風荘スタッフへ今後確認を取ることとする。

＜環境整備＞

· 古いカルテは3階に収納している。

· 以前靴箱として使用していたラックを3階に運び、現通所者の古い記録をそこへ収納していく。

· くもの巣とりは継続中。

· シュレッダーの修理伝票と、体脂肪計とラジカセの稟議書を作成していく。

＜新書式検討＞

· 11月の新書式起案書作成に向けて、8月は現在使用しているアセスメントツールや書式の洗い出しを行っている。

＜業務改善＞

· 連日の暑さに伴い、月曜日も風呂を稼動させていくこととする。

＜利用者様情報＞

・古舘　ヨリ様～昨日も私用で欠席しているが、本日は下痢のため欠席。電話での連絡があり、電話を掛けている場所について尋ねると外来にいるとのこと。外来に来ているのであれば、デイケアに来所できるのではと来所を促すが、「歩くと（便が）出る」との理由で通所を拒否している。

・高田　マキ様～昨日18時頃電話があり、「明日甲子園があるから、デイケアはどうしたらいい？」と相談している。来所するかどうかは自分で決めるように促すが「なんで？決めて欲しいから相談してるのに」と言うため、＜デイケアで観戦してはどうですか？＞とアドバイス。すると「プログラムで観れないから」と言う。本日朝も同様の内容で電話がある。デイケアには行きたいと話す為、甲子園が終わってから来所してはどうかと伝えると、「午後からいきます」と言う。しかし、昼頃に医事に「休みます」と連絡がある。15日、16日はお盆で欠席するとのことで、休み明けに生活状況等について確認していく。

・小坂　君子様～葬儀の留守をしたためつかれたとの理由で本日欠席している。明日は調理プログラムがあるため来所するとのこと。生活状況について確認すると、寝不足であるとのことだが、薬は確実に飲み、ご飯も食べているとのこと。

・岩城　敏夫様～軟膏に指の跡がついていたと被害的な訴えが聞かれているが、しつこさはない。

・田中　正士様～昨日足の痛みを訴えており、歩行の際に大きく左右にゆれている。転倒が無いように注意し、青風荘へ戻る際はデイナイトスタッフ2名で必ず見守りし、ナイトケアスタッフも見守りしていくこととする。

・村上　元道様～昨日エアロビに参加しているが、必要のない動きを加えている。そのことが原因であるためか、膝の痛みを訴えている。

＜外来情報＞
・長瀬紘一郎様～食事の際に喉に詰まる感じが続いていると話している。

・上久保善朗様～先週から引き続き風邪症状を訴えているが、診察中は鼻水や咳など目立った症状は見られない。

・山田　吉夫様～食欲が出てきたと報告しており、先月より体重も微増。体調はあまり変わりないとのこと。

・柳町　信之様～テレパシーで子供の声が聞こえてくる感じがあるが、生活に支障はないとのこと。

